
沖縄県立　球陽　高等学校

学科・コース

学年・学級     単位数

教科書

副教材

知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度
１．多項式
（1）

4 ○単項式や多項式，同類項，次
数など式に関する用語を理解し
ている。
○多項式について，同類項をま
とめたり，ある文字に着目して
降べきの順に整理したりするこ
とができる。

○単項式，多項式とその整
理の仕方に関心をもち，考
察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

数学Ⅰ

２．多項式
の加法と減
法および乗
法（2）

○多項式の加法・減法・乗法に
ついて理解している。
○展開の公式を利用できる。
○式の形の特徴に着目して変形
し，展開の公式が適用できるよ
うにすることができる。

○式の展開は分配法則を用いる
と必ずできることを理解してい
る。
○式を１つの文字におき換える
ことによって，式の計算を簡略
化することができる。

○多項式の加法・減法・乗
法には，数の場合と同様に
交換・結合・分配法則が使
えることに関心をもち，考
察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．因数分
解（3.5）

○因数分解の公式を利用でき
る。
○因数分解を行うのに，文字の
おき換えを利用することができ
る。

○複雑な式についても，項を組
み合わせる，降べきの順に整理
するなどして見通しをよくする
ことで，因数分解をすることが
できる。
○式の形の特徴に着目して変形
し，因数分解の公式が適用でき
るようにすることができる。

○式の変形，整理などの工
夫において，よりよい方法
を考察しようとする。
○展開と因数分解の関係に
着目し，因数分解の検算に
展開を利用しようとする態
度がある。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

４．実数
（2）

○有理数が整数，有限小数，循
環小数のいずれかで表される理
由を理解している。
○分数を循環小数で，循環小数
を分数で表すことができる。
○有理数，無理数，実数の定義
を理解し，それぞれの範囲での
四則計算の可能性について理解
している。
○絶対値の意味と記号表示を理
解している。

○四則計算を可能にするために
数が拡張されてきたことを理解
している。
○実数を数直線上の点の座標と
して捉えられる。また，実数の
大小関係と数直線を関係づけて
考察することができる。
○数直線上の2点間の距離を絶対
値を用いて考えることができ
る。また，2つの実数の差の絶対
値を数直線上の距離とみること
ができる。

○今まで学習してきた数の
体系について整理し，考察
しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

５．根号を
含む式の計
算（2.5）

○平方根の意味，性質を理解し
ている。
○根号を含む式の加法，減法，
乗法の計算ができる。また，分
母の有理化ができる。

○根号を含む式の計算につい
て，一般化して考察することが
できる。
○対称式の値を求めるのに，分
母の有理化や，式の変形を活用
して考察することができる。

○根号を含む式の計算公式
を証明しようとする。
○対称式，基本対称式の性
質について考察しようとす
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

６．1次不等

式（2.5）

○不等式の意味とその性質を理
解している。
○連立不等式の意味を理解し，
連立1次不等式を解くことができ
る。

○不等式の性質を，数直線上の
点と対応させて考察することが
できる。
○           を        かつ
      としてとして捉えること
ができ，不等式を解くことがで
きる。

○不等式における性質につ
いて，等式の性質と比較し
て，考察しようとする。
○不等式における解の意味
について，方程式の解と比
較して考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．1次不等
式の利用
（2）

○絶対値の意味から絶対値を含
む方程式や不等式を解くことが
できる。

○身近な問題について，必要な
条件を判断して1次不等式の問題
に帰着させ，問題を解決するこ
とができる。

○絶対値記号を含むやや複
雑な方程式や不等式を解く
ことに取り組む意欲があ
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

演習問題
（2）

章末テスト

１．集合
（2.5）

5 ○集合とその表し方を理解して
いる。また，2つの集合の関係
を，記号を用いて表すことがで
きる。
○共通部分，和集合，空集合，
補集合について理解している。

○条件を満たすものを集合の要
素として捉えることができる。
○ベン図などを用いて，集合を
視覚的に表現して考察すること
ができる。

○集合について，それぞれ
の特徴や関係に合った表現
方法を考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

国際英語科

５ 単位

第
２
章

第
１
節

集合と命題に関する基本的な概
念を理解し，それを事象の考察
に活用できるようにする。

備考

第
１
章

第
１
節

式を，目的に応じて1つの文字に

着目して整理したり，1つの文字
におき換えたりするなどして既
に学習した計算の方法と関連付
けて，多面的に捉えたり，目的
に応じて適切に変形したりする
力を培う。

第
２
節

中学校までに取り扱ってきた数
を実数としてまとめ，数の体系
についての理解を深める。その
際，実数が四則演算に関して閉
じていることや，直線上の点と1

対1に対応していることなどにつ
いて理解するとともに，簡単な
無理数の四則計算ができるよう
にする。

第
３
節

不等式の解の意味や不等式の性
質について理解するとともに，
不等式の性質を基に1次不等式を
解く方法を考察したり，具体的
な事象に関連した課題の解決に1

次不等式を活用したりする力を
培う。

学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用
いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数と式，図形と計量，二次関数，データの分析，図形の性質，場合の数と確率，いろいろな式，図形と方程式についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。
（2）数と式，図形と計量，二次関数，データの分析，図形の性質，場合の数と確率，いろいろな式，図形と方程式について，事象を論理的
に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表
現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式，図形と計量，二次関
数，データの分析，図形の性質，
場合の数と確率，いろいろな式，
図形と方程式についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解
している。
・事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理
したりすることに関する技能を身
に付けている。

・数と式，図形と計量，二次関数，データの分析，図
形の性質，場合の数と確率，いろいろな式，図形と方
程式について，事象を論理的に考察する力，事象の本
質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表現する力を身につけている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとしている。

令和 4 年度 数学Ⅰ　数学Ⅱ　数学A　シラバス

教科 数学
１学年　・　６，７組

科目 数学Ⅰ

高等学校　数学Ⅰ（数研出版）,高等学校　数学A（数研出版）,高等学校　数学Ⅱ（数研出版）

4STEP　数学Ⅰ+A（数研出版）, 4STEP　数学Ⅱ+B（数研出版）
進研 WINSTEP 数学ⅠA Standard （Learn-S）



知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度

備考
学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

２．命題と
条件（2）

○命題の真偽，反例の意味を理
解し，集合の包含関係や反例を
調べることで，命題の真偽を決
定することができる。
○必要条件，十分条件，必要十
分条件，同値の定義を理解して
いる。
○条件の否定，ド・モルガンの
法則を理解しており，複雑な条
件の否定が求められる。

○命題の真偽を，集合の包含関
係に結び付けて捉えることに
よって考察することができる。
○命題が偽であることを示すに
は，反例を1つあげればよいこと
が理解できている。

○命題と条件の違いや，命
題と集合との関係につい
て，積極的に理解しようと
する。
○条件を満たすものの集合
の包含関係が，命題の真偽
に関連していることに着目
し，命題について調べよう
とする態度がある。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

1学期中間考査

○命題の逆・対偶・裏の定義と
意味を理解しており，それらの
真偽を調べることができる。

○命題の条件や結論に着目し，
命題に応じて対偶の利用や背理
法の利用を適切に判断すること
で，命題を証明することができ
る。

○命題の逆・裏・対偶の関
係が条件を満たす集合の関
係に対応していることに着
目し，これらについて考察
しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

○対偶による証明法や背理法の
しくみを理解している。

○直接証明法では難しい命
題も，対偶を用いた証明法
や背理法を用いると鮮やか
に証明できることに興味・
関心をもち，実際に証明し
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

演習問題
（1）

章末テスト

１．関数と
グラフ（2）

6 ○関数，座標平面について理解
している。
○　　　　　や　　　の表記を
理解しており，用いることがで
きる。
○定義域に制限がある1次関数の
グラフがかけて，値域が求めら
れる。

○2つの変量の関係を関数式で表
現できる。

○日常生活に見られる関数
の具体例を見つけて考察し
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

２．2次関数
のグラフ
（6）

○　　　　，
　　　　　　，

の表記について，グラフの平行
移動とともに理解している。
○平方完成を利用して，2次関数
　　　　　　　　のグラフの軸
と頂点を調べ，グラフをかくこ
とができる。
○放物線の平行移動や対称移動
の一般公式を活用して,移動後の
放物線の方程式を求めることが
できる。

○2次関数の特徴について，表，
式，グラフを相互に関連付けて
多面的に考察することができ
る。
○2次関数
のグラフを，　　　　のグラフ
をもとに考察することができ
る。
○放物線の平行移動を，頂点の
移動に着目して，考察すること
ができる。

○放物線のもつ性質に興
味・関心を示し，自ら調べ
ようとする。
○一般の2次関数
　　　　　　　　につい
て，頂点，軸の式を考察し
ようとする。
○放物線の平行移動や対称
移動の一般公式を考察しよ
うとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．2次関数
の最大と最
小（5）

○2次関数を
の形に式変形して，最大値，最
小値を求めることができる。
○2次関数の定義域に制限がある
場合に，最大値，最小値を求め
ることができる。

○2次関数の値の変化をグラフか
ら考察することができる。
○定義域が変化するときや，グ
ラフが動くときの最大値や最小
値について，考察することがで
きる。
○具体的な事象の最大・最小の
問題を，2次関数を用いて表現
し，処理することができる。

○日常生活における具体的
な事象の考察に，2次関数の
最大・最小の考えを活用し
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

４．2次関数
の決定
（1.5）

○2次関数の決定において，与え
られた条件を関数の式に表現
し，2次関数を決定することがで
きる。
○連立3元1次方程式の解き方を
理解している。

○2次関数の決定において，条件
を処理するのに適した式の形を
判断することができる。

○2次関数の決定条件に興
味，関心をもち，考察しよ
うとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

５．2次方程

式（2.5）

○2次方程式の解き方として，因
数分解，解の公式を理解してい
る。
○2次方程式において，判別式
　　　　　　　の符号と実数解
の個数の関係を理解している。

○2次方程式が実数解や重解をも
つための条件を式で示すことが
できる。

○2次方程式がどんな場合で
も解けるように，解の公式
を得て，それを積極的に利
用しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

1学期期末考査

６．グラフ
と2次方程式

（2.5）

○2次関数のグラフとx軸の共有
点の座標が求められる。
○2次関数のグラフとx軸の共有
点の個数を求めることができ
る。

○2次関数のグラフとx軸の共有
点の個数や位置関係を，
　　　　　　　の符号から考察
することができる。

○2次関数のグラフとx軸の
位置関係を調べ，その意味
を探ろうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．グラフ
と2次不等式

（6.5）

○2次不等式を解くことができ
る。
○2次の連立不等式を解くことが
できる。
○2次不等式を利用する応用問題
を解くことができる。

○2次関数の値の符号と2次不等
式の解を相互に関連させて考察
することができる。
○2次式が一定の符号をとるため
の条件を，グラフと関連させて
考察することができる。

○1次関数と1次不等式の関

係から，2次不等式の場合を
考えようとする。
○身近な問題を2次不等式で
解決しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

演習問題
（2）

章末テスト

１．三角比
（3）

7 ○直角三角形において，正弦，
余弦，正接が求められる。
○直角三角形の辺の長さを三角
比で表す式を理解し，測量など
の応用問題に利用できる。

○三角比の表のsinθ，cosθ，

tanθの値の意味を考察すること
ができる。
○具体的な事象を三角比の問題
として捉えることができる。

○日常の事象や社会の事象
などに三角比を活用しよう
とする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

２．三角比
の相互関係
（2）

○三角比の相互関係を利用し
て，1つの値から残りの値が求め
られる。
○
などの公式が利用できる。

○三平方の定理をもとに三角比
の相互関係を考察することがで
きる。

○三角比の相互関係を調べ
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．三角比
の拡張
（3.5）

○座標を用いた三角比の定義を
理解し，鈍角の三角比を求める
ことができる。
○
などの公式が利用できる。
○　　　　　　 において，三角
比の値からθを求めることがで
きる。また，1つの三角比の値か
らの残りの値を求めることがで
きる。

○既知である鋭角の三角比を，
鈍角の場合に拡張して考察する
ことができる。
○直線とx軸とのなす角を，三角
比を用いて考察することができ
る。

○これまでに学習している
数や図形の性質に関する拡
張と対比し，三角比を鋭角
から鈍角まで拡張して考察
しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

４．正弦定
理（1.5）

○正弦定理におけるA＝B＝C＝

Dの形の関係式を適切に処理で
きる。
○正弦定理を用いて,三角形の辺
の長さや外接円の半径が求めら
れる。

○三角形の辺と角，外接円の半
径の間に成り立つ関係式とし
て，正弦定理を導くことができ
る。

○三角形の外接円，円周角
と中心角の関係などから，
正弦定理を導こうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

第
２
節

図形の構成要素間の関係を，三
角比を用いて表現し定理や公式
を導く力，日常の事象や社会の
事象などを数学的に捉え，正弦
定理，余弦定理などを活用して
問題を解決したりする力などを
培う。

第
２
章

第
１
節

集合と命題に関する基本的な概
念を理解し，それを事象の考察
に活用できるようにする。

３．命題と
証明（2）

第
３
章

第
１
節

2次関数の値の変化やグラフの特

徴を理解するとともに，2次関数
の式とグラフとの関係につい
て，コンピュータなどの情報機
器を用いてグラフをかくなどし
て多面的に考察する。

第
２
節

2次方程式や2次不等式の解と2

次関数のグラフとの関係につい
て理解し，2次関数のグラフを用

いて2次不等式の解を求められる
ようにする。

第
４
章

第
１
節

三角比の意味やその基本的な性
質について理解し，三角比の相
互関係などを理解できるように
する。また，日常の事象や社会
の事象などを数学的にとらえ，
三角比を活用して問題を解決す
る力を培う。



知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度

備考
学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

５．余弦定
理（1.5）

○余弦定理を用いて，三角形の
辺の長さや角の大きさが求めら
れる。

○三角形の辺と角の間に成り立
つ関係式として，余弦定理を導
くことができる。
○三角形の辺の長さや角の大き
さと余弦定理との関係を考察す
ることができる。
○余弦定理を三角形の形状決定
と関連させて考察することがで
きる。

○三平方の定理をもとに余
弦定理を導こうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

６．正弦定
理と余弦定
理の応用
（2.5）

○余弦定理や正弦定理を用い
て，三角形の残りの辺の長さや
角の大きさを求めることができ
る。

○正弦定理を

として捉え，三角形の角の大き
さについて考察することができ
る。

○正弦定理や余弦定理が図
形の計量に活用できること
に着目し，これらを用いて
三角形について解こうとす
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．三角形
の面積
（2.5）

○三角比を用いた三角形の面積
を求める公式を理解している。
○3辺が与えられた三角形の面積
を求めることができる。
○3辺が与えられた三角形の内接
円の半径を求めることができ
る。

○三角比と三角形の面積の関係
を考察することができる。
○三角形の面積を2つの三角形の
面積の和として表現し，線分を
求める問題に活用することがで
きる。
○円に内接する四角形の面積を
求める方法を考察することがで
きる。

○三角形の内接円と面積の
関係を導こうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

８．空間図
形への応用
（1.5）

○三角比を利用して，正四面体
などの体積を求めることができ
る。
○三角比を測量に応用できる。

○空間図形への応用において，
適当な三角形に着目して考察す
ることができる。

○日常の事象や社会の事象
などに正弦定理や余弦定理
を活用しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

演習問題
（2）

章末テスト

１．データ
の整理
（0.5）

9 ○度数分布表，ヒストグラムに
ついて理解している。

○データを整理して全体の
傾向を考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

２．データ
の代表値
（0.5）

○平均値や中央値，最頻値の定
義や意味を理解し，それらを求
めることができる。

○データの代表値から，そ
の特性や傾向などを考察し
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．データ
の散らばり
と四分位範
囲（1.5）

○範囲や四分位範囲の定義やそ
の意味を理解し，それらを求め
ることができる。また，データ
の散らばりを比較することがで
きる。
○箱ひげ図をかき，データの分
布を比較することができる。

○データの散らばりの度合いを
どのように数値化するかを考察
することができる。
○データの中に他の値から極端
にかけ離れた外れ値が含まれる
場合について，外れ値の背景を
探ることの利点を考察すること
ができる。
○外れ値を見出す意義を理解
し，外れ値の統計量への影響に
ついて考察することができる。

○データの散らばりの度合
いをどのように数値化する
かを考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

４．分散と
標準偏差
（1.5）

○偏差の定義とその意味を理解
している。
○分散，標準偏差の定義とその
意味を理解し，それらに関する
公式を用いて，分散，標準偏差
を求めることができる。

○変量の変換によって，平均値
や標準偏差がどのように変化す
るかを考察することができ，そ
れらの性質を活用して平均値や
分散を見通しよく計算すること
ができる。

○変量の変換によって，平
均値や標準偏差がどのよう
に変化するか，考察しよう
とする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

５．2つの変
量の間の関
係（2）

○相関係数の定義とその意味を
理解し，定義にしたがって求め
ることができる。
○相関係数は散布図の特徴を数
値化したものであること，数値
化して扱うことのよさを理解し
ている。
○分割表の意味を理解し，数値
の割合を計算して新たな表を作
成することができる。

○散布図を作成し，2つの変量の
間の相関を考察することができ
る。
○データの相関について，散布
図や相関係数を利用してデータ
の相関を的確に捉えて説明する
ことができる。
○複数のデータを，散らばりや
変量間の関係などに着目し，適
切な手法を選択して分析し，問
題解決したり，解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したり
することができる。

○相関関係の大きさを数値
化する方法を考察しようと
する。
○相関関係と因果関係の違
いについて考察しようとす
る。
○問題の解決や改善を図る
ために，現状のデータの分
布を望ましいと考える方向
に変えるための条件や改善
策を，コンピュータなどの
情報機器を積極的に用いる
などして探ろうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

６．仮説検
定の考え方
（1）

○仮説検定の考え方を理解し，
具体的な事象に当てはめて考え
ることができる。

○不確実な事象の起こりやすさ
に着目し，実験などを通して，
問題の結論について判断した
り，その妥当性について批判的
に考察したりすることができ
る。

○身近な事柄において，仮
説検定の考え方を活用して
判断しようとする態度があ
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（1）

演習問題
（1）

章末テスト

１．集合の
要素の個数
（3）

10 ○集合の要素の個数の公式を利
用できる。
○具体的な日常の事象に対し
て，集合を考えることで，人数
などを求めることができる。

○ベン図を利用して集合を図示
することで，集合の要素の個数
を考察することができる。

○集合を考えることで，日
常的な事柄などを，集合の
要素の個数として数学的に
数えようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

数学A

２．場合の
数（3）

○和の法則と積の法則の利用場
面を理解している。
○事象に応じて，和の法則，席
の法則を使い分けて場合の数を
求めることができる。

○場合の数を数える適切な方針
を考察することができる。
○自然数の正の約数の個数を数
える方法を考察することができ
る。

○1つの原則を決めて，樹形
図などを利用して，もれな
く重複することなく数えよ
うとする。
○自然数の正の約数の個数
を数えること，式の展開を
用いて約数の和が求められ
ることに興味を示す。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３ ． 順 列
（2）

○順列の用語，記号，公式を理
解し，利用できる。また，順列
の総数や階乗を記号で表し，そ
れを活用できる。
○順列に条件が付く場合に，条
件の処理の仕方を理解してい
る。
○順列の問題で，重複して数え
ないための処理ができる。

○特殊な条件が付く順列を，見
方を変えたり別なものに対応さ
せたりして処理することができ
る。

○樹形図を利用して，積の
法則から順列の総数を求め
る式を導こうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

2学期中間考査

４ ． 円 順
列・重複順
列（2）

○円順列，重複順列の並べ方の
総数を求めることができる。
○ものを並べる場合以外でも，
重複順列の考え方を利用して処
理することができる。

○既知の順列や積の法則をもと
にして，円順列，重複順列を考
察することができる。
○具体的な問題に対して，どの
ような場合に，円順列，重複順
列の考え方が適用できるかを判
断し，それらの公式を使って問
題を解決することができる。

○順列，円順列，重複順列
の違いに興味・関心をも
つ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

第
１
章

第
１
節

場合の数を求めるときの基本的
な考え方についての理解を深
め，それらを事象の考察に活用
できるようにする。

第
２
節

図形の構成要素間の関係を，三
角比を用いて表現し定理や公式
を導く力，日常の事象や社会の
事象などを数学的に捉え，正弦
定理，余弦定理などを活用して
問題を解決したりする力などを
培う。

第
５
章

データの散らばり具合や傾向を
数値化する方法を考察する力，
目的に応じて複数の種類のデー
タを収集し，適切な統計量やグ
ラフ，手法などを選択して分析
を行い，データの傾向を把握し
て事象の特徴を表現する力，不
確実な事象の起こりやすさに着
目し，主張の妥当性について，
実験などを通して判断したり，
批判的に考察したりする力など
を養う。

第
４
章



知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度

備考
学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

５．組合せ
（4）

○組合せの用語，記号，公式を
理解し，それを利用できる。ま
た，具体的な問題に対して，組
合せの考えを用いて式に表すこ
とができる。
○組合せに条件が付く場合に，
条件の処理の仕方を理解してい
る。
○組分けの総数を求めることが
できる。
○同じものを含む順列の総数を
求めることができる。

○既知の順列の総数をもとにし
て，組合せの総数を考察するこ
とができる。
○特殊な条件が付く組合せを，
味方を変えたり別なものに対応
させたりして処理することがで
きる。
○同じものを含む順列を，組合
せで考察することができる。

○順列と組合せの違いに興
味・関心をもつ。
○組合せの考え方を利用し
て図形の個数や同じものを
含む順列の総数などが求め
られることに興味・関心を
もつ。
○重複組合せについて理解
し，その総数を，順列や組
合せの考えを適切に用いて
求めようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（1）

６．事象と
確率（3）

○試行の結果の事象を集合とし
て表すことができる。
○確率の意味，試行や事象の定
義を理解している。
○確率の定義を理解し，確率の
求め方がわかる。

○試行の結果を事象として捉
え，事象を集合と結びつけて考
察することができる。
○不確定な事象を，同様に確か
らしいという概念をもとに，数
量的に捉えることができる。

○くじを引くことを何回も
繰り返す実験などを通し
て，統計的確率と数学的確
率の違いに興味・関心をも
つ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．確率の
基 本 性 質
（4）

○積事象，和事象の定義を理解
し，定義に基づいてそれらの確
率を求めることができる。
○確率の基本性質を理解し，和
事象，余事象の確率の求め方が
わかる。
○確率の計算に集合を活用し，
複雑な事象の確率を求めること
ができる。

○集合の性質を用いて，確率の
性質を一般的に考察することが
できる。

○加法定理などを利用し
て，複雑な事象の確率を意
欲的に求めようとする。
○身近な事柄において，確
率の考え方を活用して考察
しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

８．独立な
試行の確率
（3）

○試行が独立か，独立でないか
を判断できる。
○独立な試行の定義を理解し，
その確率の求め方がわかる。
○複雑な独立試行の確率を，公
式や加法定理などを用いて求め
ることができる。

○2つの独立な試行を行うとき，
その結果として起こる事象の確
率について考察することができ
る。
○3つ以上の独立な試行を行うと
き，その結果として起こる事象
の確率について考察することが
できる。

○独立な試行の確率につい
て，興味をもって調べよう
とする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

９．反復試
行 の 確 率
（2）

○反復試行の意味を理解し，そ
の確率の求め方がわかる。

○既習の確率の知識を利用し
て，反復試行の確率について考
察することができる。

○具体的事象について，反
復試行の確率を，興味を
もって調べようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

10．条件付

き確率（5）

○条件付き確率を，記号を用い
て表すことができる。
○条件付き確率の式から確率の
乗法定理の等式を導くことがで
きる。
○乗法定理を用いて2つの事象が
ともに起こる確率が求められ
る。
○条件付き確率や確率の乗法定
理を用いて確率の計算ができ
る。

○原因の確率について，条件付
き確率を利用して求める方法を
考察することができる。

○条件付き確率や確率の乗
法定理の考えに興味・関心
をもち，積極的に活用しよ
うとする。
○条件付き確率を利用して
原因の確率が考えられるこ
とに興味をもち，考察しよ
うとする。
○身近な事柄において，条
件付き確率の考え方を活用
して考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

11．期待値

（2）

○期待値の定義を理解し，確率
の性質などに基づいて期待値を
求めることができる。

○結果が不確実な状況下におい
て，どの選択が有理かを判断す
る基準として，期待値の考えを
用いて考察することができる。

○日常の事象における不確
実な事柄について判断する
際に，期待値を用いて比較
し，考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（1）

演 習 問 題
（2）

章末テスト

１．三角形
の辺の比
（1）

11 ○線分の内分・外分，平行線と
比などの基本事項を理解してい
る。
○三角形の角の二等分線に関す
る性質を理解し，利用できる。

○図形の性質を証明するのに，
既習事項を用いて，論理的に考
察することができる。また，適
切な補助線を引いて考察するこ
とができる。

○線分を分ける点や，三角
形の角の二等分線と比につ
いて調べようとする態度が
ある。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

２．三角形
の外心，内
心，重心
（3）

○三角形の外心，内心，重心の
定義，性質を理解している。
○三角形の外心，内心，重心に
関する性質や相互関係を証明す
ることができる。

○図形の性質を証明するのに，
間接的な証明法である同一法を
適用することができる。

○三角形の外心，内心，重
心に関する性質に興味を示
し，積極的に考察しようと
する。
○三角形には垂心のような
特徴的な点が存在すること
に興味を示し，それについ
て考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．チェバ
の定理，メ
ネラウスの
定理（4）

○チェバの定理，メネラウスの
定理を理解している。
○チェバの定理，メネラウスの
定理を，三角形に現れる線分比
や図形の面積比を求める問題に
活用できる。
○三角形の存在条件や，辺と角
の大小関係について理解してい
る。

○チェバの定理，メネラウスの
定理について，論理的に考察
し，証明することができる。

○チェバの定理，メネラウ
スの定理に興味を示し,逆が
成り立つことも含め積極的
に考察しようとする。
○三角形の辺と角の大小関
係という明らかに見える性
質を，論理的に考察しよう
とする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

４．円に内
接する四角
形（2.5）

○円周角の定理と円周角の定理
の逆を理解している。
○円に内接する四角形の性質を
利用して，角度を求めたり，円
と四角形の性質を証明したりで
きる。
○四角形が円に内接するための
条件を利用して，図形の性質を
証明できる。

○円に内接する四角形の性質に
ついて，論理的に考察すること
ができる。
○円に内接する四角形の性質に
着目し，逆に，四角形が円に内
接するための条件について論理
的に考察することができる。

○三角形の外接円は必ず存
在するが，三角形以外の場
合は必ずしも存在しないこ
とから，四角形が円に内接
する条件を考察しようとす
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

５．円と直
線（2.5）

○円の接線の性質を利用して，
線分の長さを求めたり，図形の
性質を証明したりできる。
○接線と弦の作る角の性質を利
用して，角度を求めることがで
きる。

○接線と弦の作る角についての
定理を証明する際に場合分けを
しながら考察することができ
る。

○接線と弦の作る角につい
ての定理を証明する際に，
鋭角の場合と鈍角の場合に
分けて考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

６．方べき
の定理（2）

○方べきの定理を利用して，線
分の長さを求めたり，図形の性
質を証明したりできる。
○方べきの定理の逆を理解し，
それを用いて図形の性質を証明
することができる。

○方べきの定理について，対象
とする図形に応じて見方を変え
て考えることができる。

○相似を利用した方べきの
定理の導き方に興味・関心
をもつ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．2つの円
の位置関係
（1）

○2つの円の共通接線の長さを求
めることができる。
○2つの円が内接しているとき成
り立つ性質を利用して角度を求
めることができる。

○2つの円の位置関係を，動的な
面から観察することができる。

○2つの円の位置関係の判定
条件として，中心間の距離
と半径の関係について，積
極的に考察しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

2学期期末考査

第
１
章

第
１
節

場合の数を求めるときの基本的
な考え方についての理解を深
め，それらを事象の考察に活用
できるようにする。

第
２
節

確率の意味や基本的な法則につ
いての理解を深め，それらを事
象の考察に活用できるようにす
る。

第
２
章

第
１
節

平面図形の性質についての理解
を深め，それらを事象の考察に
活用できるようにする。



知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度

備考
学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

８．作図
（2）

○中学校で学んだ垂線の作図を
知っている。
○線分の内分点・外分点の作図

や， や   の長さをもつ線分の
作図ができる。
○   の長さをもつ線分の作図の
方法を文章で表現し，得られた
図形が確かに条件を満たすこと
を証明することができる。

○平行線と線分の比の性質を利
用して，内分点・外分点の作図

の方法や， や　 の長さをもつ
線分の作図の方法を考察するこ
とができる。

○数学で扱う作図と，日常
において図形をかくことで
は，何が違うか考えてみよ
うとする。
○正五角形の作図の手順を
理解し，正五角形以外にも
いろいろな図形の作図に興
味・関心をもつ。
○コンピュータなどの情報
機器を積極的に用いるなど
して，作図の方針を立てよ
うとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（2）

９．直線と
平面（3）

○空間における2直線の位置関係
やなす角を理解している。

○空間における直線と平面が垂
直になるための条件を，正四面
体に当てはめて考察することが
できる。
○空間における直線や平面が平
行または垂直となるかどうか
を，与えられた条件から考察す
ることができる。

○空間における図形の位置
関係について考えてみよう
とする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

10．多面体

（3）

○正多面体の特徴を理解し，そ
れに基づいて面，頂点，辺の数
を求めることができる。
○正多面体どうしの関係を利用
して，正多面体の体積を求める
ことができる。

○多面体から切り取ってできた
立体について，特徴などを調べ
てどのような立体であるかを推
定し，実際にその立体であるこ
とを証明することができる。

○オイラーの多面体定理が
どんな凸多角体でも成り立
つかどうか調べてみようと
する。
○オイラーの多面体定理を
利用すると，正多面体の面
の形から面の数が限定され
ることに関心をもつ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（1）

演習問題
（2）

章末テスト

１．約数と
倍数（2）

12 ○約数・倍数の意味を理解して
いる。
○いろいろな数の倍数の判定法
を理解しており，それらを用い
て与えられた数について調べる
ことができる。

○4の倍数の判定法から類推し

て，8の倍数の判定法を考察する
ことができる。

○日常生活における具体的
な事象の考察に，約数と倍
数の考えを活用しようとす
る。
○10の倍数以外についての
判定法を調べようとする態
度がある。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

２．素数と
素因数分解
（2）

○自然数の素因数分解を求める
ことができる。
○暗号技術に素因数分解の考え
が活用されていることを理解し
ている。
○自然数の正の約数やその個数
を求めるのに，素因数分解が利
用できることを理解している。

○「エラトステネスのふるい」
を使うことによって得られた数
字の並びから，素数についてど
のようなことが成り立つかを考
察することができる。
○決められた手順で複数枚の
カードを操作する事象などを数
学的に捉え，約数の個数の考え
を用いて仕組みを考察すること
ができる。

○数学史に興味・関心をも
ち，素数と素因数分解につ
いて学ぼうとする態度があ
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．最大公
約数，最小
公倍数（2）

○素因数分解を利用して最大公
約数・最小公倍数を求める方法
を理解している。
○互いに素の意味を理解してい
る。

○2数の最大公約数，最小公倍数
を利用して問題を考察すること
ができる。
○問題解決の過程を振り返っ
て，割り算の余りの性質につい
て考察を深めることができる。

○「干支」という身近な用
語について，最小公倍数と
の関連を見つけて考察しよ
うとする。
○数学史の話題を通じて，
割り算の方法や割り算の余
りの性質に興味・関心をも
つ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

４．整数の
割り算（2）

○整数   を正の整数   で割る
割り算を， と   の間に成り立
つ等式として捉えることができ
る。
○2つの整数  ，  を除数と余り
を用いて表し，      などの余
りを求めることができる。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

５．ユーク
リッドの互
除法（3）

○互除法の原理を理解し，互除
法を用いて2数の最大公約数を求
めることができる。
○長方形の敷き詰めに関する操
作の考え方を利用して，   や
が無理数であることを証明する
ことができる。

○互除法の計算から最大公約数
を表す式が導かれることを具体
例から一般論に拡張し，考察す
ることができる。
○長方形の敷き詰めに関する操
作について，長さを整数から有
理数，無理数の範囲まで拡張し
て考察することができる。

○互除法の原理の証明に興
味・関心をもつ。
○長方形の敷き詰めに関す
る操作と，互除法の計算と
を対応させる考え方に興
味・関心をもつ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

６．1次不定

方程式（3）

○            を満たす整数
  ，  の組を1つ求めることがで
きる。
○1次不定方程式の特殊解を求
め，それによりすべての整数解
を求めることができる。

○整数に関する問題を，1次不定
方程式に帰着させて考察するこ
とができる。

○中学校で学んだ方程式
            について，考
察を深めようとする。
○互除法や割り算の等式を
利用して，          を満
たす整数
  ， の組を求める方法に興
味をもち，積極的に活用し
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．記数法
（2）

1 ○記数法，10進法，2進法，

    進法について理解している。

○   進法の整数を10進法で，10

進法の整数を     進法で表すこと
ができる。

○現代の記数法を古代の記数法
と比較し，特徴を説明すること
ができる。

○数学史の話題を通じて，
数の表し方に興味・関心を
もつ。
○コンピュータなどの身近
な物に， 進法の考え方が活
用されていることに興味・
関心をもつ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

８．座標の
考え方（3）

○座標の考え方を理解してい
る。
○地上における特定の地点を，
座標平面上の点と捉えて位置を
座標で表現できる。
○平面上の点における考え方を
座標空間の点まで広げて考える
ことができる。

○座標平面上の点の位置を特定
するために，条件から図形の性
質に着目し，適切な定理を利用
して考察することができる。

○平面上の点の位置に関す
る問題を，座標平面上で代
数的に解決する解法のよさ
を知ろうとする。
○カーナビゲーションによ
る自動車の位置の特定にお
いて，座標の考えが活用さ
れていることに興味・関心
をもつ。
○座標平面上の2点間の距離
や，座標空間における2点間
の距離や位置関係につい
て，理解を深めようとす
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

９．ゲー
ム・パズル
の中の数学
（2）

○ゲームの設定を多面的かつ論
理的に考え，ゲームで勝つ方法
を導くことができる。
○魔法陣の構造を考察し，成り
立つと推察される性質について
実際に成り立つことを証明でき
る。

○ゲームの設定やパズルの仕組
みを論理的に考察することがで
きる。

○ゲームで勝つ方法やパズ
ルの仕組みなどを，論理的
に考察しようとする。
○自国だけではなく，他国
のゲームにも興味・関心を
もち，他国の文化への理解
を深めようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

補足（2）

第
３
章

様々な人間の活動の中から，整
数を中心とした数学的な要素を
見出し，数学の内容の理解を深
めると同時に，現実の事象を数
学を用いて考察できるような力
を培う。

第
２
章

第
１
節

平面図形の性質についての理解
を深め，それらを事象の考察に
活用できるようにする。

第
２
節

空間図形の性質についての理解
を深め，それらを事象の考察に
活用できるようにする。



知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度

備考
学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

演 習 問 題
（1）

章末テスト

第
３
章



知識・技能 思考力・判断力・表現力
主体的に学習に取り組む態

度

備考
学習内容
（配当時間）

月 学習のねらい
観点別評価規準

評価方法

１．3次式の
展開と因数
分解（1）

2 ○3次式の展開の公式を利用でき
る。
○3次式の因数分解の公式を利用
できる。
○式の形に着目して変形し，3次
式の因数分解の公式を適用でき
る形にすることができる。

○数学Ⅰで既習の2次式の展開公

式を利用して，3次式の展開公式
を導くことができる。

○3次式の展開の公式と因数
分解の公式を理解し，それ
らを用いて式の展開や因数
分解をしようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

数学Ⅱ

２．二項定
理（2）

○　　　　の展開式からパスカ
ルの三角形を導き，パスカルの
三角形の性質を理解する。
○二項定理の導き方を理解し，
二項定理を利用して，展開式や
その項の係数を求めることがで
きる。
○二項定理を3項の場合に適用す
ることで，展開式の係数を求め
ることができる。

○二項定理とパスカルの三角形
を結び付けて考察することがで
きる。
○二項定理を等式の証明に活用
することができる。

○パスカルの三角形の対称
性やそこに現れる数の並
び，およびそれらと二項係
数の関係に興味をもって調
べようとする。
○　　　　　　を展開した
ときの          の係数が
どうなるかを，興味・関心
をもって調べようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．多項式
の割り算
（1.5）

○多項式の割り算の計算方法を
理解している。
○割り算の等式を理解し，利用
することができる。
○2種類以上の文字を含む多項式
の割り算を行うことができる。

○多項式の割り算の結果を等式
で表して考察することができ
る。
○2種類以上の文字を含む多項式
の割り算を，1つの文字に着目す
ることで，1文字の場合と同様に
考えることができる。

○2種類の文字を含む多項式
の割り算に興味を示し，具
体的な問題に取り組もうと
する。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

４．分数式
とその計算
（1）

○分数式を分数と同じように約
分，通分して扱うことができ
る。
○分数式の約分，四則計算がで
きる。
○繁分数式を簡単にすることが
できる。

○分数式の計算の結果を，既約
分数式または多項式として表現
することができる。

○繁分数式を分数式の性質
を用いて処理することに意
欲を示す。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

５．恒等式
（2）

○恒等式の性質を理解し，恒等
式となるように係数を決定する
ことができる。
○分数式の恒等式について，分
母を払った等式が恒等式である
ことを利用できる。
○2つ以上の文字に関する恒等式
の係数を決定することができ
る。

○1文字の恒等式の知識をもと

に，2つ以上の文字に関する恒等
式について考察することができ
る。

○恒等式の係数を決定する
際に，係数比較法と数値代
入法とを，比較して考察し
ようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

学年末考査

問題（0.5）

６．等式の
証明（1）

○A =B とA－B =0 が同値であ
ることを利用して，等式を証明
することができる。
○比例式を       とおいて処理す
ることができる。
○連比と等式から未知数を求め
ることができる。

○与えられた条件式の利用方法
を考察することができ，適した
方法を用いることによって等式
を証明することができる。

○等式の証明を通して，数
学の論証に興味・関心をも
つ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

７．不等式
の証明（4）

○実数の大小関係や実数の平方
の性質を利用して，不等式や
     ，
などを証明することができる。
○正の数の場合，平方の大小関
係を利用して，不等式を証明す
ることができる。
○絶対値の性質を利用して，絶
対値記号を含む不等式を証明す
ることができる。
○相加平均・相乗平均の大小関
係を利用して，不等式を証明す
ることができる。

○不等式A  ＞B を証明するには

A－B ＞0 を示せばよいと考察す
ることができ，そのことを用い
て不等式を証明することができ
る。
○不等式の証明で，等号が成り
立つ場合について考察できる。
○不等式の証明に実数の平方の
性質を利用できるように，式変
形を考察することができる。

○不等式の証明を通して，
数学の論証に興味・関心を
もつ。
○相加平均・相乗平均の大
小関係の有用性に，興味・
関心をもつ。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（0.5）

演習問題
（2）

章末テスト

１．複素数
（1.5）

3 ○複素数の表記を理解し，複素
数，複素数の相等の定義を理解
している。
○複素数の四則計算ができる。
○負の数の平方根を理解し，そ
れらを含む式の計算を， を用い
て処理することができる。

○有理数から実数へ数の範囲を
拡張する必要性を理解し，複素
数を考察することができる。
○複素数の範囲で，負の数の平
方根を考察することができる。

○方程式が常に解をもつよ
うに考えられた複素数に興
味・関心を示し，考察しよ
うとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

２．2次方程
式の解と判
別式（1.5）

○2次方程式の解の公式を利用し

て，2次方程式を解くことができ
る。
○判別式を利用して，2次方程式
の解を判別することができる。

○2次方程式の解について，実際
に解を求めずに，判別式で解の
種類を判別することができるこ
とを理解している。

○2次方程式の解が虚数にな
る場合もあることに興味を
示し，2次方程式の解を考察
しようとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

３．解と係
数の関係
（3）

○解と係数の関係を使って，対
称式の値や2次方程式の係数を求
めることができる。
○対称式を基本対称式で表し
て，式の値を求めることができ
る。
○2次方程式の解を利用して，2

次式を因数分解できる。
○和と積が与えられた2数を，2

次方程式を解くことにより求め
ることができる。

○やや複雑な2数を解とする2次
方程式がどのようなものである
か，解と係数の関係を利用して
考察することができる。
○異なる2つの実数α，βが正の
数，負の数，異符号であること
を，同値な式で表現できる。
○2次方程式の解の符号に関する
問題を，解と係数の関係を利用
して考察することができる。

○2次方程式の解に関する
種々の問題を，解と係数の
関係を利用して考察しよう
とする。
○2次式を複素数の範囲で因
数分解することに興味をも
ち，問題に取り組もうとす
る。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

４．剰余の
定理と因数
定理（2）

○剰余の定理を利用して，多項
式を1次式で割ったときの余りを
求めることができる。
○剰余の定理を利用して，多項
式を1次式や2次式で割ったとき
の余りを求めることができる。
○         　　である　 の値の求
め方を理解し，高次式を因数分
解できる。

○多項式     が       で割り
切れることを式で表現すること
ができる。

○多項式を1次式で割る計算
に，組立除法を積極的に利
用する。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

５．高次方
程式（3）

○因数分解や因数定理を利用す
ることにより，高次方程式を解
くことができる。
○高次方程式の既知の解から，
方程式の係数を決定することが
できる。
○高次方程式の虚数解から，方
程式の係数を決定することがで
きる。

○高次方程式を，1次・2次方程
式に帰着して考察することがで
きる。
○高次方程式が解　をもつこと
を，式で表現することができ
る。
○「方程式が虚数　を解にもて
ば　 も解である」ことの証明
に，共役な複素数の性質がどの
ように使われるかを考察するこ
とができる。

○1の3乗根の性質に興味・
関心をもち，具体的な問題
に取り組もうとする。
○方程式が虚数　を解にも
てば
　も解であることに興味・
関心をもつ。
○3次方程式の解と係数に興
味・関心をもち，具体的な
問題に取り組もうとする。

・日々課題
・週末課題
・授業態度
・自己評価

問題（1）

演習問題
（1）

章末テスト

第
２
章

方程式についての理解を深め，
数の範囲を複素数まで拡張して2

次方程式を解くこと及び因数分
解を利用して高次方程式を解く
ことができるようにする。

第
1
章

第
1
節

多項式の乗法・除法及び分数式
の四則計算について理解できる
ようにする。

第
２
節

数の範囲や式の性質に着目し，
等式や不等式が成り立つことを
証明できるようにする。


